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●入試スケジュール（2019年度入試）● 

 

～小金高校 ３年生 保護者の皆様へ～       平成３１年１月１１日 進路指導室                 

国公立大・私立大の入試本番に向けて 

 
国公立大個別学力検査について 

～最後まであきらめないことが合格につながる～ 

一般入試の場合、国際教養大など一部の大学を除くと

「前期日程」「後期日程」「中期日程」の組み合わせで最大

３校の受験が可能です。しかし、前期日程で合格し、入

学手続きを取ると、他の中・後期日程を受験していても

合格対象にはならないため、第１志望校は前期日程で受

験することが一般的です。 

後期日程については、定員が少なく志願倍率が高くな

る傾向にありますが、実際は前期日程合格者が受験しな

いことも多いので、合格のチャンスは決して小さくはあ

りません。また、前期日程から後期日程の間は２週間以

上もあり、弱点分野の克服なども可能です。 

特に国公立大を志望している場合は、私立大合格だけ

で安心せずに、最後まで国公立大をめざす雰囲気を整え

ることが重要です。最後まであきらめないことが希望進

路実現への近道なのです。 

私立大入試について 

～情報収集が希望進路実現のカギ～ 

私立大については、２月以降に出願できたり、地方

入試（学外試験）や方式別入試など、様々な入試のスタ

イルがあります。情報収集をこまめに行うことがお子

さんの希望進路実現につながります。 

いざというときに相談にのることができるよう私立

大入試スタイルの主な例をご紹介します。 

●試験日自由選択制…同一学部・学科で、試験日を２日以上

設定し、受験生の都合のよい日に受験できる制度。 

●方式別入試…同一学部・学科で、入試科目や配点などが異

なる複数の選抜方法から選択して受験できる制度。 

●全学部統一入試…学部ごとの試験日のほかに、全学部の

入試を同一日に一斉に行う制度。 

●地方入試（学外試験）…大学の所在地以外の地域に試験会

場を設けて行われる入試。 

進路指導室より ～遠慮なくご相談ください～ 

 大学進学には経済的な負担も伴います。受験料のほか

に、交通費・宿泊費などが発生しますし、合格が決まれ

ば入学金や授業料、私立大では一時金などの支払いにつ

いても考えなければなりません（「延納申請」―国公立大

の結果が出るまで待ってくれます―可能な私大は入学金

相当額の支払のみ）。私大は「補欠合格」を増やす傾向も

あり、親子で十分話し合っておく必要があります。 

 

3月12日～ 

私立大 国公立大 

一般入試出願 

1月19日・20日 

1月下旬～ 1月28日～2月6日 

２月上旬～ 2月25日～ 

3月15日 

中期3月20日～23日 
後期3月20日～24日 

3月27日 ～4月上旬 

11月中旬～3月末 

センター試験出願 

センター試験・本試験 

試験 個別学力検査出願 

合格発表 前期試験 

合格発表 

中期試験 

後期試験 

合格発表 

入学手続〆 入学手続〆 

特に２/１～約３週間、首都圏私大入試（試験・発表）

は大変ハードな日程になります。寒い時期ですので、

お子様の健康管理（睡眠と栄養）をお願いします。 

受験生のリラックスには親子の会話が効果的です。 

3月 8日~ 


